
報報報告告告①①①   「第 2 回安曇野田舎暮らしセミナー」を開催しました。 

日時；9 月 4 日（土） 
   10：00～16：00 
場所；シティプラザ大阪

（大阪市中央区
本町橋 2-31） 

内容；ふるさと回帰相談
コーナー、ふるさ
と市場（食品など
の販売）、シンポ
ジウム、講演など 

入場：無料 
＊ 詳しくは 

ふるさと回帰フェア
で検索、HP をご覧く
ださい。    

に参加します！    

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

『ふるさと回帰フェア』とは、

都市と農山漁村の交流と新し

い 関係 を 模索 す る ための 、

NPO 法人『ふるさと回帰支援セ

ンター』主催によるイベントです。

田舎暮らしや地方への移住を

支援する自治体、NPO グルー

プ他 90 を超える数の各種団体

が日本全国から集結し、移住

相談や特産品販売、シンポジ

ウムなどを行います。 

当応援団も「相談ブース」と

「ふるさと市場」に出展しますの

で、友人知人を誘って是非お

出かけ下さい。

 

去る 6 月 26 日（土）、東京銀座のふ

るさと回帰支援センターで「第 2 回安

曇野田舎暮らしセミナー」を開催しまし

た。昨年に続く 2 回目。当「応援団」会

員の高松伸幸さんが移住者の立場か

ら安曇野暮らしの体験談を、同会員の

宮崎崇徳さんが不動産の選び方につ

いて、また市の労政課担当者が雇用

事情についてなど解説。安曇野で暮ら

すことに関心を持つ方を中心に約 30
名の方が訪れました。安曇野を旅行で

訪れただけの方からいつ住宅を購入

してもよいという方

まで、中にはお子

さんに「あずみ」ち

ゃんと名付けられ

た方などもおられ、

熱気に満ちたセミ

ナーとなりました。

一人でも多くの方

に、安曇野で快適

な生活を送れる日

が訪れることを願っ

てやみません。 
 
 
 
 

「応援団」関連イベント 日 時 場 所 内 容（その他） 
「私の好きなビューポイ

ント～あづみの・夏」展 
8/20（金） 

～24（火） 
穂高交流学習セ
ンター「みらい」 

安曇野でおすすめの風景はどこ？冬
春に続く夏バージョン。 

「 あ づ み 野 環 境 フ ェ ア
2010」 

10/9（土） 
～10（日） 

堀金総合体育館 
森田正光氏（お天気キャスター）講演
会、環境団体展示、人形劇他。 
あづみ野エコプランで検索、HP をご
覧ください。 
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前回フェア出展の様子。 

会場は 

大阪やで！ 

セミナー開始。 



報報報告告告②②②   『『『第 9 回ふるさとウォッチング in 安曇野』を、三郷・温、二木地区にて開催しました。   

《会員募集のご案内》 当「応援団」でいっしょに活動しませんか？ 
【活 動】 ふるさとウォッチングやふるさとセミナー等のイベントの企画運営や関連

活動への参加協力 
【会 費】 入会金 10,000 円、年会費 10,000 円      
【その他】 活動は全てボランティアで、会費以外に知力と労力の提供も必要ですが、 

会員同士の連帯感と充実感を得られます！！ 
まずは試しに月 1 回の定例会議に参加してみませんか？日程や議事録は 
下記ホームページをご参照ください。 

<お問合せ>  NPO 法人信州ふるさとづくり応援団  安曇野支部 
〒399-8304 安曇野市穂高柏原 1132-2（有）ライフポート安曇野内 
TEL: 0263-81-1325 FAX:0263-81-1280 Mail:lifeport@nifty.com 

URL:http://npo-furusato.way-nifty.com/azumino/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

去る7月4日（日）、安曇野の魅力を

再発見するウォーキングイベント「第９

回ふるさとウォッチング in 安曇野」を、

開催。市内外から 70 名以上の方が参

加くださいました。 

今回のコースの大きな見どころは、

古い農村集落内を縦横ナナメに走る

“農村の小路”。あぜ道や自然水路を

つたいながら土蔵、屋敷林、田園、そ

してアルプスを眺めていると、これらの

小路網（こみちもう）はいわば“田舎風

景画廊”であることに気付かされます。

この画廊を維持することは、だれか一

人または一軒が頑張っても難しく、集

落全体が歩調を合わせる必要があるこ

とを予感させます。今回見学させてい

ただいた松岡邸当主松

岡さんが、屋敷林維持

の大変さについて触れ

ながらも、「屋敷林は個

人の資産ではなく、地

域や集落全体の もの

（宝）と考えるべき」とお

っしゃっていたのが印

象的でした。 

参加者のみなさんか

ら頂いたアンケートにも、

今 回 見 た も の の 中 で

「最も印象に残ったも

の」として屋敷林（36％）

が断然のトップで挙がっています。末

永く残したい風景です。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

個別相談の様子。就業、住居についてなど熱心にやりとりする。 

途中若干の雨が。雨はウォッチング史上初。 
ありふれた農村風景の維持は実は容易ではない。 
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↑初登場“ひや汁～「応援団」風～”。 
蒸し暑かったので味噌汁よりは飲みやすかったと思いますが味
はいかがでしたか。 

安曇野移住の体験談を聞く。 


